
【 と き 】   平成２６年３月１９日（水） 午後７時００分から （開場：午後６時３０分） 

【ところ】  紀宝町生涯学習センター まなびの郷 ２階研修室  
            

講師 ：  半田 美永 氏 

      （ 皇學館大学文学部教授 ） 

演題 ： 風土が生んだ名作  

          佐藤春夫 『山妖海異』 の世界     

東紀州を舞台にした代表的な作品『山妖海異』(昭和31年3月「新潮」)を採り

上げ、その世界を鑑賞します。当地出身の佐藤春夫には、『熊野路』(昭和

11年4月、小山書店)という単行本もありますが、共に、そこに暮らす人びと

の様子が、風土の特色を通して鮮明に浮き彫りにされています。 

佐藤春夫全集 
 

『自選佐藤春夫全集』第一巻(昭和31年、

河出書房)と『定本佐藤春夫全集』第十

四巻(平成十二年、臨川書店)に、「山妖

海異」が収録されている。 

 主催 ： みえ熊野学研究会 東紀州地域振興公社  共催 ： 紀宝町教育委員会教育課生涯学習室 

 後援 ： 公益財団法人 岡田文化財団 （同財団助成事業）  

 お問い合わせ先 ： ０５９７－２３－３７８４ （東紀州地域振興公社 紀北事務所） 

※ 入場無料  事前申込不要 

佐藤春夫著「熊野路」表紙 
 

『熊野路』には、祖祖父の遺稿を基に、

漁者樵者の生活が浮き彫りにされてい

る。 
 

那智の海岸 
 

ふるさと那智の海は、熊野の山々と共に、

佐藤春夫の物語の宝庫となった。 

は ん だ      よ し な が  


